
■ 平成26年度との比較

■ 改革プランの実績 ％

注）目標値は、平成２５年度までの目標値となっており、新たに平成３２年度までの期間を対象とした新公立病院改革プランを平成２８年度に策定することとしています。

■ 用語の説明

平
成
27
年
度
の
概
況

　
平
成
27
年
度
は
、経
営
形
態
を
地
方

公
営
企
業
法
の
一
部
適
用
か
ら
全
部
適

用
へ
移
行
し
て
３
年
目
の
決
算
と
な
り
ま

す
。

　
ま
ず
、収
入
で
は
、３
階
病
棟
の
一
般

病
床
数
を
56
床
か
ら
49
床
に
減
ら
し
、10

床
を
、在
宅
復
帰
を
目
的
と
し
た「
地
域

包
括
ケ
ア
病
床
」と
す
る
診
療
体
制
の
見

直
し
を
行
い
、収
入
増
を
図
り
ま
し
た
。

　
次
に
、費
用
で
は
、診
療
材
料
の
無
在

庫
化
、購
入
単
価
の
削
減
、職
員
の
コ
ス
ト

意
識
の
向
上
、診
療
報
酬
請
求
漏
れ
の
防

止
等
を
図
る
た
め
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
業
務（
診
療

材
料
物
流
管
理
）を
導
入
し
、経
営
の
効

率
化
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、良
質
な
医

療
を
提
供
す
る
た
め
の
医
療
技
術
員
や

病
院
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
事
務
職
員

を
育
成
す
る
た
め
に
新
た
に
職
員
を
採

用
し
ま
し
た
。し
か
し
、地
方
公
営
企
業

法
の
全
部
適
用
に
伴
う
職
員
体
制
の
移

行
時
期
と
重
な
っ
て
、医
業
収
益
に
占
め

る
職
員
給
与
の
比
率
を
示
す
職
員
給
与

比
率
は
前
年
度
か
ら
増
加
し
、今
後
、給

与
費
の
適
正
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、平
成
27
年
度
の
決
算

は
、収
入
が
８
億
８
，９
０
８
万
円
、支
出
が

９
億
７
，０
１
３
万
円
と
な
り
、８
，１
０
５

万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

患
者
数
な
ど
の
状
況

平
成
27
年
度
の
入
院
患
者
数
は
延
べ
２

３
，６
３
７
人
、前
年
度
と
比
較
し
、８
９
４

人
の
減
少
と
な
り
、病
床
利
用
率
は
66
・

９
％
と
な
り
ま
し
た
。外
来
患
者
数
は
延

べ
２
６
，３
７
２
人
で
、前
年
度
と
比
較
し

１
，０
５
９
人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、夜
間・休
日
の
救
急
患
者
の
受
け

入
れ
人
数
は
１
，７
４
４
人（
前
年
度
１
，７

１
２
人
）で
あ
り
、う
ち
救
急
車
搬
送
人

数
は
１
８
３
人（
１
６
３
人
）で
し
た
。

な
お
、健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
の
健
診

受
診
者
延
数
は
２
，７
２
０
人（
前
年
度

２
，３
４
３
人
）、居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
件
数
は
１
，７
２
９
件

（
前
年
度
１
，７
０
３
件
）、訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョン
の
利
用
者
数
は
４
３
３
人（
前

年
度
４
０
０
人
）、延
訪
問
回
数
は
２
，０

６
０
回（
前
年
度
２
，０
４
０
回
）と
な
っ
て

い
ま
す
。

平
成
28
年
度
は
、こ
れ
ま
で
の
経
営
の

効
率
化
等
に
加
え
て
、県
が
策
定
す
る
地

域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
当
院
の
役
割
を

明
確
化
し
た「
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ

ン
」を
策
定
し
、医
療
の
質
を
確
保
し
な
が

平
成
27
年
度

和
水
町
病
院
事
業
会
計
決
算

支出合計
９億7，013万円

収入合計
8億8,908万円

その他
2,528万円
（2.6%）

支払利息
832万円
（0.8%）減価償却費

7,439万円
（7.7%）

材料費
6,012万円
（6.2%）

経費
1億4,616万円

（15.1%）

一般会計繰入金
1億8,071万円

 （20.3%）

給与費
6億5,586万円

（67.6%）

入院収益
4億6,151万円

 （51.9%）

その他医業収益
1,595万円
（1.8%）

外来収益
 1億6,891万円 

（19.0%）

その他
 5,442万円
（6.1%）

補助金
758万円
（0.9%）

ら
、さ
ら
な
る
経
営
の
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

経常収支比率……経常的な経営活動に伴う収益から費用を差し引いたもの。この数値が１００％を超える場合は経常黒字、１００％未満であれば、
経常赤字を示す。（経常収益/経常費用）×１００

職員給与比率……病院の職員数などが適切か否かを判断する指標。職員給与費をいかに適切なものとするかが病院経営のポイントとなる。（職員
給与費/医業収益）×１００

病 床 利 用 率……病院の施設が有効に活用されているかどうか判断する指標。病床利用率が恒常的に低い場合は、病床規模が適切か否かを検討
する必要がある。（年延入院患者数/年延病床数）×１００
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19年度
経 常 収 支 比 率
職 員 給 与 比 率
病床利用率（一般）
病床利用率（療養）

項　目

23,637人（一日平均64.6人）24,531人（一日平均67.2人）入 院
患者数

26,372人（一日平均108.5人）27,431人（一日平均112.4人）外 来
19,525円19,341円入 院診療単価

（患者１人・１日当たり） 6,405円6,176円外 来
66.9％68.6%病床利用率

20日19日平均在院日数

平成27年度平成26年度

町立病院からのお知らせ

④今回・調査区
区画 全長（ｍ） 幅（ｍ）

66 43.0 6.0 ～ 1.0

67 39.0 6.5 ～ 3.0

69 14.4 4.4

70 11.0 1.0

71 26.0 9.2

72 24.6 13.4                      

73  6.0 4.4

74 44.4 9.0 ～ 5.2

75 58.6 11.0 ～ 2.0

76 33.0 5.5

77 ― 1.6

②北側斜面・造成地
比較段 高低差（ｍ）

68 － 65 － 4.42

74 － 68 － 2.75

75 － 74 － 2.44

76 － 75 － 1.47

77 － 76 － 2.15

③北側斜面・造成地と上域
比較段 高低差（ｍ）

65 －２ － 4.65

73 －３ － 4.63

68 －５ － 6.32

68 － 10 － 3.65 ～－ 2.63

①堀切の北東側谷部・造成地
比較段 高低差（ｍ）

64 － 63 － 2.50 ～－ 3.77

66 － 64 － 4.02 ～－ 2.75

67 － 66 － 2.54

71 － 67 － 3.52

72 － 71 － 1.42

　
75
の
中
程
に
、
直
径
１
ｍ
程
の
範
囲
で
、

水
溜
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
気
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
図
面
中
に
、
そ
の
場
所
を
「
●
」
で

示
し
ま
し
た
。
小
規
模
な
貯
水
池
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

縁
部
を
守
る
強
力
な
防
衛
ラ
イ
ン
で
す
。

　
73
は
、
３
と
68
の
間
に
あ
り
ま
す
。
長
さ

6・0
ｍ
、
幅
4・4
ｍ
の
小
型
傾
斜
区
画
で
す
。

上
段
の
３
と
は
4
・
59
ｍ
、
下
段
の
68
と
は
、

2
・
90
ｍ
の
高
低
差
が
あ
り
ま
す
。
用
途
不

明
で
、
崩
壊
地
形
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

北
側
斜
面
・
造
成
地
（
高
低
差
）

　
前
出
の
崖
線
下
に
、
大
規
模
造
り
の
造
成

地
68
・
74
〜
76
が
並
列
し
て
お
り
、
こ
こ
も
、

法
面
は
、
急
峻
に
削
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
区
は
、
城
尾
地
区
・
斜
面
の
張
り
出

し
部
分
に
あ
た
り
ま
す
。
長
さ
の
あ
る
帯
状

地
形
が
特
徴
で
す
。

　
70
は
、
細
帯
状
造
成
地
で
、
形
状
か
ら
通

路
と
思
わ
れ
ま
す
。
崩
壊
し
て
お
り
、
西
側

の
谷
部
造
成
地
に
残
存
地
形
が
残
っ
て
い
ま

す
。
上
下
斜
面
は
、
削
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
76
は
、
75
の
下
段
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
地

区
の
再
下
位
の
地
形
で
、
上
段
と
は
、
高
低

差
1
・
47
ｍ
に
留
ま
り
ま
す
。
形
状
的
に
は
、

犬
走
り
的
な
も
の
で
す
。

　
77
は
、登
城
道
の
一
部
で
す
。
76
と
2・1

ｍ
の
高
低
差
が
あ
り
、
肩
部
に
土
塁
が
残
っ

て
い
ま
す
。
縁
下
は
、
絶
壁
に
な
り
ま
す
。

登
城
道
は
、
下
位
で
、
降
雨
時
に
水
の
流
れ

る
谷
底
道
に
繋
が
り
、
上
位
で
、
城
尾
地
区

の
東
縁
を
横
断
す
る
登
城
道
に
繋
が
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

だ
、
余
震
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
に

な
っ
た
ら
、
終
息
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。
蒸
し
風
呂
の
山
中
は
、
お

盆
を
過
ぎ
ま
す
と
、
少
し
、
秋
の
気
配
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
季
節
の
移

り
変
わ
り
は
、
早
い
も
の
で
す
。

　
先
月
号
で
、
城
尾
地
区
の
北
東
側
斜
面
と

書
き
ま
し
た
が
、
北
側
斜
面
に
改
め
ま
す
。

堀
切
の
北
東
側
谷
部
・
造
成
地
（
高
低
差
）

　
63
か
ら
64
・
66
・
67
・
71
は
、
高
低
差
の

あ
る
（
4
・
02
〜
2
・
50
ｍ
）
大
型
造
成
地

が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
造
成
の
度
合
が
高
く
、

法
面
は
、
何
れ
も
削
り
出
さ
れ
て
急
峻
で
す
。

登
り
降
り
に
も
困
難
を
伴
い
ま
す
。

　
堀
切
か
ら
、
そ
の
ま
ま
竪
堀
状
に
変
化
し

て
下
っ
て
お
り
、
城
尾
地
区
・
北
側
の
守
り

を
よ
り
一
層
、堅
固
な
も
の
に
し
て
い
ま
す（
堀

切
の
西
側
は
、
谷
部
が
、
北
東
側
か
ら
南
西

側
に
下
っ
て
お
り
、
谷
の
側
面
に
あ
た
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
防
禦
面
で
や
や
劣
り
ま
す
）。

　
69
は
、71
の
西
側
肩
部
で
、高
低
差
1・9
ｍ
、

長
軸
の
向
き
が
南
北
方
向
に
あ
り
ま
す
。
両

者
は
、
セ
ッ
ト
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

北
側
斜
面
・
直
下
造
成
地
と
上
域
（
高
低
差
）

　元
々
、
急
斜
面
部
を
、
さ
ら
に
削
り
出
し
て
、

大
き
な
崖
線
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
と

68
の
高
低
差
は
、
6
・
32
ｍ
。
城
尾
地
区
の

ま
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江栗城跡　Ⅲ郭堀切周辺図 城尾地区北側斜面図

大 
田 

幸 

博

（
元・菊
水
町
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
）

歴
史
調
査
の
楽
し
み
方
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